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動物や植物が生患する場所は、それぞれの成長に適した気候や地形などを

条件にして、ある程度の範囲に決まつています。これを、その生き物の分布域

といい、温かい所を好む生き物が、北の寒い地方に生患することはありません。

しかし、生き物の分布域が明らかに変化しています。

かつて渡良瀬川では見られなかつたツマグ回ヒョウモンという蝶が、

平成24年 (2012年)に「河川水辺の国勢調査」において初めて確認され
ました。ツマグロヒョウモンは、スミレ類

気温の変化を見てみましょう。この図は、平均気温平年差といつて、地域

ことの平均気温との差を示す地図です。色が赤みを帯びる程、平年より高い

ということを表しています。上から平成15年 (2003年 )、 平成25年 (2013年 )、

令和5年 (2023年)と、 10年ことに並べています。この20年間で日本の

気温が大きく変化したことがわかります。
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を好み、暖帯から亜熱帯・熱帯に生患します。

分布図を見てもわかるように、昭和63年

(1988年 )で は、近畿地方が分布の北限

でした。しかし平成 13年 (2001年)以降、

関東地方や東北地方へと分布域が徐々に北上

しており、居るはずのなかつた渡良瀬川でも
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発見されているのです。
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このことから、昭和の時代には、近畿地方から南の関東地方より温暖な

地域にのみ生患していたツマグ回ヒョウモンが、気温の上昇に伴い、生患域

を北に向けて拡大していると考えられます。近いうちに、北海道でも見つかり
〆

そうな勢いです。
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ツマグ由ヒョウモンの分希撮の姜化
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ツマグロヒョウモンの例から、渡良瀬川でも生き物の分布に変化が起きて

いることがわかりました。これは、今まで渡良瀬川では見られなかつた生き物

を、遠くまで探しに行かすとも見られるチャンスかもしれませんが、分布域

の変化は、そう喜ばしい話でもありません。

例えば、ヒアリやセアカゴケグモ。これらは外来種で、暖温帯や亜熱帯に

生患する種で日本にはいなかつた昆虫ですが、海外から運ばれてくる荷物と

一緒に日本に入り込むことがあります。本来ならば、日本の気候には適さ

ないので、冬を越すことが出来なかつたり、繁殖できなかつたりするはず

ですが、「気候変動」により高温多湿となつた日本では、増殖も越冬も可能

になり、定着し始めているのです。猛毒を持つた昆虫が身近にいるのはあまり

気持ちのいいものではありませんね。

温かい場所を好む動植物が、北に北に分布域を拡大している一方、山の高い

ところや北部など、寒い地域を好む生き物たちは、気温が上昇し生育不可能

な温度に達すれば、生きていくことはできず、絶滅してしまいます

世界の環境保全に取り組むWWFによると、気候変動の影響を受けている

絶滅危惧種は、2000年時点では、 10種あまりだつたのが、2010年で

300種近くに増加。2015年で約 1,000種に、2020年には4,000種近く

になり、2025年 5月の時点では7,695種にのぼつています。絶滅のスピード

も急激に加速しており、深刻な問題であることがわかります。

渡良瀬川も、これからはツマグロヒョウモンなど暖かな地方の生物が増える

かもしれませんが、低温を好む生き物には、生活しにくい川になりつつある

のです。
ER : WWF , r, l7 (httpsr//wwvJ.wwf.Dr.jplacuvtles/bas cinf./24 6.htmll
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動物園などでお馴染みの生きキク8たちも、気候変動による絶滅の危機 |こ瀕して

しヽます。例えば、ホッキョクグマは、海 |こ浮かぶ氷の上で狩りをして、エサと

なるアザラシを捕らえますが、気温のピ
|:ギ

で北極の海|ギ|ま減り続けています。

氷が薄くなつたり小さくなってしまうと、氷上のアザラシを上手く携まえること

ができなくなり、餓死してしまうのです。讃た、ジャイアン トバンダも、食べ

られる物の99%が竹という1巻殊な動中クリのため、その竹が温盤化で議ろ難<なつて
いるも、生きるための餐彙`1を装

1し

つヽつあります。′il〕 |こも、選j仕蕩競が29.5も
を超えるとメスが産まれるというアオウミガメの場合は、温暖化が続けばt

メスばかりが増えて、子孫を残せなくなってしまうそうです。

究機盤銀は、島:求
)´

:(〔株で、藻効な諭懲となってい散す。
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